
2016

2319

下水道自立マンホール更生工法

特許工法

このカタログの内容は2024年7月現在のものです。



更生イメージ図

本技術は、2024年3月13日に公益財団法人日本下水道新技術機構において建設技術審査証明を受けたものです。
パンフレットの記載内容につきましては、審査証明報告書で御確認下さい。
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1号レジンマンホール
（JSWAS K-10）2008

Bタイプ

既設2号～4号の
縮径された

マンホールに適用
（中間スラブ使用）

Aタイプ

既設1号～4号
マンホールに適用

RMI工法は、 
「下水道用マンホール改築・修繕工法に関する技術資料」
（2014年12月(公財)日本下水道新技術機構）に示された
自立マンホール更生工法の要求性能を全て満たした工法です

RMI 工法項　目

自立マンホール更生工法工法の分類

自立強度

類似技術

RMI工法の特徴

RMI工法と類似技術の比較

複合マンホール更生工法

更生材単体で耐荷性能を有する。
既設と一体となって耐荷性能を確保
する。

水密性
0.1MPa の水圧に耐える水密性を
有する。

0.1MPa の水圧に耐える水密性を
有する。

耐酸性

「下水道用レジンコンクリート製マン
ホール（JSWAS K-10）2008」に規定
する耐酸性試験を行い、同規格に適合
する耐酸性能を有する。

－

耐薬品性
「下水道用強化プラスチック複合管
（JSWAS K-2）2017」と同等の耐薬品
性を有する。

「下水道用強化プラスチック複合管
（JSWAS K-2）2017」と同等の耐薬品
性を有する。

耐震性能
更生材単体でレベル１地震動、レ
ベル２地震動に対し、耐震性を有す
る。

既設と一体となってレベル１地震
動、レベル２地震動に対し、耐震性
を有する。

施工品質
工場製品同士を接着・組立するため、
施工のバラツキが小さい。

施工者の技術力が品質に影響を与
える。

円形1号（φ900）、円形2号（φ1200）、円形3号（φ1500）、円形４号（φ1800）
マンホールの更生が可能です。

更生用レジンマンホールは、「下水道用レジンコンクリート製マンホール（JSWAS K-10）2008」と
同等の耐酸性を有します。

更生用レジンマンホールは、「下水道用強化プラスチック複合管（JSWAS K-2）2017」と
同等の耐薬品性を有します。

更生用レジンマンホールは、「下水道用レジンコンクリート製マンホール（JSWAS K-10）2008」と
同等の軸方向耐圧強さ及び側方曲げ強さを有します。

0.1MPaの水圧に耐える水密性を有します。

更生用レジンマンホールは、単体で耐震性能を有します。耐震計算は、下水道施設耐震計算例
－管路施設編－（2015年版㈳日本下水道協会）に基づいて行います。

■施 工 性

■耐 酸 性

■耐薬品性

■耐荷能力

■水 密 性

■耐 震 性



組み立て詳細図 主要部材・付属材料

※円形76は1号既設マンホールに適応、円形106は2号既設マンホールに適応、円形135は3号既設マンホールに適応、円形163は4号既設マンホールに適応
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■レベル調整材打設詳細図
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■直壁接合詳細図（接合前）

■直壁接合詳細図（接合後）

■管口詳細図
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部材

調整リング
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直壁

頂版

直壁

中間スラブ

頂版

直壁

中間スラブ

頂版

直壁

中間スラブ

呼び方

共通

円形76
(1号特殊)

円形106
(2号特殊)

円形135
(3号特殊)

円形163
(4号特殊)

記号
RM60(K)-50
RM60(K)-100
RM60(K)-150
RM90(K)-50
RM90(K)-100
RM90(K)-150
RMH76(A)-120(60)
RMH76(CB)-600
RMH76(CB)-900
RMH76(CB)-1200
RMH76(CB)-1500
RMH76(CB)-1800
RMH76(CB)-2100
RMH106(A)-130(60)
RMH106(A)-130(90)
RMH106(CB)-600
RMH106(CB)-900
RMH106(CB)-1200
RMH106(CB)-1500
RMH106(CB)-1800
RMH106(CB)-2100
RMH106(M)-150(90)
RMH135(A)-160(60)
RMH135(A)-160(90)
RMH135(CB)-600
RMH135(CB)-900
RMH135(CB)-1200
RMH135(CB)-1500
RMH135(CB)-1800
RMH135(CB)-2100
RMH135(M)-160(90)
RMH163(A)-170(60)
RMH163(A)-170(90)
RMH163(CB)-600
RMH163(CB)-900
RMH163(CB)-1200
RMH163(CB)-1500
RMH163(CB)-1800
RMH163(CB)-2100
RMH163(M)-200(90)

厚さ(t₁)
110
110
110
120
120
120
－
45
45
45
45
45
45
－
－
45
45
45
45
45
45
－
－
－
50
50
50
50
50
50
－
－
－
60
60
60
60
60
60
－

厚さ(t₂)
－
－
－
－
－
－
－
48
48
48
48
48
48
－
－
48
48
48
48
48
48
－
－
－
53
53
53
53
53
53
－
－
－
63
63
63
63
63
63
－

有効高(h)
50
100
150
50
100
150
120
600
900
1200
1500
1800
2100
130
130
600
900
1200
1500
1800
2100
150
160
160
600
900
1200
1500
1800
2100
160
170
170
600
900
1200
1500
1800
2100
200

参考質量(㎏)
27
53
80
43
85
126
79
159
239
318
398
478
557
226
120
218
328
437
546
655
765
139
504
374
307
461
614
768
921
1075
374
830
692
444
666
888
1110
1332
1554
814

レベル調整材

標準タイプ 従来タイプ 

※レベル調整材の標準打設厚さは50mmとします。　※レベル調整材の最小打設厚さは30mm以上としてください。
※レベル調整材は、インバートをはつり・撤去して打設する事を標準とします。

ガイドリング

更生内面

金属プレート
（ステンレス製）

バックアップ材

急結セメント

エポキシ充填
接着剤

シール材

レベル調整材をインバートの肩部に打設し、その上面に更生用レジンマンホールを設置する従来タイプの適用は、発注者との協議により決定してください。

50
mm

50
mm

補助止水剤



◯最下段の更生用レジンマンホール直壁とレベル調整材の接着

ガイドリングは、更生用レジンマンホールの下部直壁に取り付けて
使用し、上部直壁の吊降ろし・組立のガイドとなる材料です。

管口仕上げ材は、下水道施設のような常時湿潤状態にある場所の施工においても高い接着性を有する
エポキシ充填接着剤で、パテ状であるため、ダレることなく厚付け充填が行える材料です。
次に示す箇所にエポキシ充填接着剤を使用します。

※付属材料名の左図アイコンは、付属材料の使用箇所を表示しています。

1

2
グラウト材は、更生用レジンマンホールを挿入・設置後、更生用レジンマンホールと
既設マンホールの隙間を充填して固定する材料です。

レベル調整材は、前処理後の不陸部を平坦にし、更生用レジンマンホールの
基礎部を形成する材料であり、自己充填に優れ、広い範囲に確実に充填
されるため、レベル調整を容易に行うことができます。

補助止水剤は、空気中の水分と反応して常温で硬化する１成分形の
弾性エポキシ樹脂系シーリング材兼接着剤で、更生用レジンマンホールの
直壁接合部および頂版（中間スラブ）の接合部に使用する材料です。

◯直壁削孔部の管口処理

管口仕上げ材 （アルプロンW-109）

ガイドリング

Dc１
Dc

円形76(１号特殊)用

円形106(２号特殊)用

円形135(３号特殊)用

円形163(４号特殊)用

内径（Dc）

856

1156

1456

1756

外径（Ｄc1）

865

1165

1465

1765

厚さ（ｔc）

4.5

4.5

4.5

4.5

( 単位：mm )ガイドリングの種類及び寸法

補助止水剤 （エポソフト-Ｎ）
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側方曲げ強さ試験

グラウト材充填状況

骨材 充填材 結合材 レジンコンクリート

粗骨材

細骨材

炭酸カルシウム
フライアッシュ 液体レジン 重合

反応

種　類
材　料

重量
配合比

配合例

12 ％

25 ％

25 ％

23 ％

15 ％

合成樹脂

粗骨材

細骨材

充填材

不飽和ポリエステル

砕石　2.5 ～ 5.0mm

硅砂　0.8 ～ 1.2mm

硅砂　0.2 ～ 0.5mm

フライアッシュ

レジンコンクリートは、セメントと水を一切使用せず、結合材である熱硬化性樹脂（液状レジン）に
乾燥させた骨材及び充填材（フィラー）を加えて練り混ぜて固めた材料です。

レジンコンクリートの概要

＋ ＋ ➡

➡

レジンコンクリートの固化機構は、セメントコンクリートのようにセメント
と水の水和反応によるものではなく、熱硬化性樹脂の重合反応により
高い結合力で短時間に固化させるものです。
このため、レジンコンクリートは、圧縮・曲げ・引張などの高強度特性を
有するほか、耐食性･水密性・耐摩耗性・遮塩性などに優れる多機能
な材料です。

レジンペースト
結合材

充填材

液状レジン
開始剤・促進剤

粗骨材（砕石）

細骨材（硅砂）

当該ページに記載のレジンコンクリートの概要は、JSWAS K-10「下水道用レジンコンクリート製マンホール」の配合例および
規格値（特性値）を示したものであり、公益財団法人 日本下水道新技術推進機構により審査を行ったものではありません。

2024年3月13日、公益財団法人日本下水新技術機構において
「建設技術審査証明」を受けた内容は以下の通りです。

（１）施工性
１～４号マンホールに対して、施工可能であると認められる。

（２）耐荷性能
更生用レジンマンホールは、「下水道用レジンコンクリート製マンホール（JSWAS K-10）
2008」と同等の耐荷性能を有すると認められる。

（３）耐久性能
１）水密性
更生用レジンマンホールは、0.1MPaの水圧に耐える水密性を有すると認められる。

２）耐酸性
①更生用レジンマンホールは、「下水道用レジンコンクリート製マンホール（JSWAS 
K-10）2008」と同等の耐酸性を有すると認められる。
②管口仕上げ材は、「下水道用レジンコンクリート製マンホール（JSWAS K-10）2008」
の耐酸性試験方法による質量変化率が±1.0％以内の性能を有すると認められる。

３）耐薬品性
更生用レジンマンホールは、「下水道用強化プラスチック複合管（JSWAS K-2）2017」
と同等の耐薬品性を有すると認められる。

（４）レベル調整材の品質性能
１）レベル調整材は、1日材令の圧縮強度が、20N/㎜2以上の強度を有すると認められる。
２）レベル調整材は、「下水道コンクリート構造物の腐食抑制技術及び防食技術マニュアル
（平成29年12 月（地共）日本下水道事業団）」に示される「断面修復用モルタル」の耐酸性
および硫酸浸透深さの品質規格と同等の性能を有すると認められる。

（５）耐震性能
レベル１地震動、レベル２地震動に対し、耐震性を有すると認められる。

（６）水理性能
更生後のマンホールは、下水の流下性能に影響を与える管口断面縮小等がないと認められる。

（７）維持管理性能
更生後のマンホールは、内空断面の縮小による昇降、管路の清掃・浚渫作業等に支障を与え
ないと認められる。


